
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 

 

 
 

 

9月末に発表になった「概算

要求」に基づき、2021 年度

予算案の編制がすすめられて

います。コロナ禍により切実な

国民の要求となった「少人数学

級」実現のための予算について、

財務省と文部科学省が攻防を

繰り返していることは、推進ニ

ュース21号でも報じました。 

本日の朝日新聞朝刊でもあ

らためて文科省の立場、それに

対する財務省の姿勢が記され

ています。 

 
 概算要求の中で「事項要求」と

されている項目は、12月までの

予算案編制の中で具体的数値に

していく項目です。 

 昨年、「高等学校等就学支援金」

の具体額を、ほぼ40万円（39

万6000円）にせり上げたのは、

私たちの私学助成運動でした。 

 今年は長年の要求だった｢少人

数学級｣実現の世論が高まってい

ます。私学でそれを実現させるの

は経常費助成です。私学助成全国

署名運動を強めていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全全国国私私私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  
((事事務務局局：：全全国国私私立立学学校校教教職職員員組組合合))  

No.27  2020年11月13 日（金） 

 

まだ遅くない   本日11月第2週末の集約数報告日 

 
 本日、11月第2週末の署名集約数の報告日です。熊本、岡山、石川、岩手から報告

が届いています。どの県も10月末よりも署名数を伸ばしています。 

 岩手では、この2週間で1万1500筆の前進です。「年収590万円の崖」問題に

ついて、県は620万円未満世帯まで独自上乗せをしましたが、ほんの一握りの生徒へ

の拡充にすぎません。この改善、コロナ禍での家計急変への対応、そして教育条件の改

善をめざして、とりくみをすすめています。 

 私学フェスティバルの代替で開催した「私学助成学習会」で、その意義を知った生徒

が、自校の生徒総会で学習会を開催して、全校の意識を高めたという事例もでました。 

 また、熊本でも、担任の声かけに応えて「私学助成学習会」に参加した生徒が高フェ

ス実行委員会に参加しました。 

踏み出せば､動きがつくれる情勢です!!  
全国で動こう!! そして専任増､少人数学級を実現しよう!! 

2020年11月13日 朝日新聞 朝刊 


